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要 旨 

 

1. はじめに 

 本研究は「切る」を前項とする複合語の意味分析を目的とする。 

 「切る」は、「紙を切る」といった切断・断絶の意味の他にも、多くの意味を想起できる。豊富な実

例が期待でき、また、比喩表現も比較的容易に想起できる語であることから、「切る」は観察対象とし

て最適だと判断した。 

 「切る」は複合語の前項としても用いられるが、「切る」を前項とする複合語に関する先行研究で、

管見に入るものはなかった。このことも、本件を選んだ動機のひとつである。 

 

2. 本来的意味と派生的意味 

 他動詞「切る」について、いわゆる原義にあたるものを本来的意味、それ以外のものを派生的意味と

する。前者は、「対象の繋がりを物理的に分断する動作」であり、後者は、それ以外のすべてである。

これは、すべての統語規則や文脈から離れ、その語の意味のみから判断されるものである。 

 

3. 「切る」の前提的特徴 

 影山(1993)による「前提的特徴」と「本来的特徴」について、「切る」における前者を＜対象が物理

的、或いは抽象的な大きさを有する＞、後者を＜分断する＞とする。ただし、慣用句や、慣用句に近い

表現「慣用的結合」を有する語では、前提的特徴はきわめて希薄となるか、消失する可能性がある。 

 

4. コーパス調査 

活用形に分け、コーパス調査を行った。それぞれの特徴のほか、複合動詞の前項となるのは、「切

り」がもっとも多いということを、具体的な数的データから改めて示す。 

 

5. 「切り〜」型複合動詞 

5.1. 前項型複合動詞と後項型複合動詞 

 「語彙的意味の中心」に注目し、「切り〜」型複合動詞を前項型複合動詞と後項型複合動詞、及び対

等型複合動詞、融合型複合動詞という4つのまとまりに分類した。前項型複合動詞は語彙的意味の中心

が前項にあり、後項は状態や程度、時間性を表す。後項型複合動詞は語彙的意味の中心が後項にあり、

前項は手段を示す。また多くの場合、いわゆる「統語的複合動詞」と前項型複合動詞は、同じ語が分類

される傾向にある。 

 

5.2. 前項型複合動詞と統語的複合動詞 

 前項型複合動詞でありながら、語彙的複合動詞であるという点から、上記の傾向に反する「切りつけ

る」について、後項「つける」が有する接触の意味は、「切る」の印象にすでに含まれているため、複

合語全体においては、状態や程度を示すものに転化すると考えられる。後項がそのような性質を持つと

いうことは、先述した前項型複合動詞の特徴に他ならない。また、「〜つける」型複合動詞が語彙的複

合動詞であることは、「つける」の生産性の限界から明らかである。このことから、統語的複合動詞と

前項型複合動詞、ひいては、それぞれの分類方法が生む結果は、正確に一致するものではないというこ

とが分かった。
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